
今、駅周辺のまちづくりに、何が求められているか？

画一的、単一な駅周辺のまちづくりから、地域のまちづくりへ貢献！
他の駅と同じような機能を持つのではなく、その地域に合った駅周辺まちづくりへ！

キーワードは、モノ消費から、コト消費へ
コト消費型の駅がまちを豊かにする

  ●豊かな時間を過ごす場  ●多様な人に、多様なサービスを提供する機能

このような視点から、駅を中心に、それぞれの地域の特性に応じて進められている
まちづくりの事例を見てみましょう！

１．大和市中央林間図書館 神奈川県大和市 中央林間駅
・図書館（市民交流スペース） ・子育て支援施設 ・行政窓口

２．大和市シリウス             神奈川県大和市 大和駅
・図書館 ・芸術文化ホール ・生涯学習センター ・こども広場

画一的、単一な駅周辺のまちづくりから、地域のまちづくりへ貢献！
他の駅と同じような機能を持つのではなく、その地域に合った駅周辺まちづくりへ！

4．ミライに向けた駅周辺のまちづくりの動向 
事例から見たまちづくりと駅 

コト消費型の駅がまちを豊かにする 
●豊かな時間を過ごす場  ●多様な人に、多様なサービスを提供する機能



３．武蔵野プレイス            東京都武蔵野市 武蔵境駅 
・図書館  ・生涯学習支援  ・市民活動支援  ・青少年活動支援

写真出典：武蔵野プレイスHP：http://www.musashino.or.jp/place.html

４．徳山駅前図書館             山口県周南市 徳山駅 
・図書館  ・にぎわい交流施設

写真出典：周南市徳山駅前図書館HP：https://shunan.ekimae-library.jp/ja/access

５．アオーレ長岡 新潟県長岡市 長岡駅
・図書館  ・芸術文化ホール  ・生涯学習センター  ・こども広場 

これらの事例に共通しているのは、物を買うこと（モノ消費）から 豊かな時間を 

すごす場（コト消費）への転換 ＝ 多様な人へ、多様なサービスを

これから、鷺沼駅周辺のミライを検討していくうえで、一つの参考にしていただければと思います。 

これらの事例に共通しているのは、物を買うこと（モノ消費）から 豊かな時間を 
すごす場（コト消費）への転換 ＝ 多様な人へ、多様なサービスを


